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・ 2024年4月1日～2025年3月31日に発行・発表されたものとする。

・ 著者のすべて、あるいは一部が聖隷三方原病院に所属し、その旨が明記されている業績に限る。

区区分分 種 類 基 準 備 考 

ⅠⅠ

著著

書書

• 学術書 一冊の学術書を単独または連名で執筆し

たもの

分担執筆・シリーズの学術書に参加

編集者・監修者として参加

学術書の翻訳

著書がシリーズ（全集、講座、双書など）

の一冊である場合、その旨を記入する。

専門分野の入門書、概説書、便覧、ハン

ドブックなど。

教科書・テキストは原則として著書とす

る。但し、セミナー・講習会テキスト類

は除く。

翻訳：専門学術書の翻訳。

ⅡⅡ

学学
術術
論論
文文
・・
総総
説説

• 原著論文 レフェリーシステムを有する学術誌およ

びそれに準ずる権威ある学術誌（以下学

術誌と呼ぶ）に原著として掲載された論

文

年度報告は発行年を採用する。

製薬会社の論文集は論文とする。

• 総 説 学術誌に掲載された総説・展望など

• 症例報告 学術誌に掲載された症例報告・臨床治

験・短報など

• 研究報告 学術団体・文部省・厚生省等研究報告書

原著論文の体裁を持つ紀要論文

• その他の論文・

総説

学術誌に掲載された教育を目的とした専

門分野の解説・講座・シリーズ・特集・

臨時増刊など

ⅢⅢ

学学
会会
発発
表表

• 指定講演 特別講演・招待講演・教育講演など 発表年・月・開催地・《WEB開催》また

は《ハイブリッド開催》を記載する。

• シンポジウム等 学会・各種学術研究会でのシンポジウ

ム・パネルディスカッション・ワークシ

ョップなどに準ずるものでの発表

国内学会・国際学会・各種班会議・学会。

付置研究会およびこれに準ずる研究会。

• 一般講演 学会・学術研究会での口頭・ポスターな

どによる発表で、印刷物として内容が記

録されたもの

座長の総括・まとめ・序文は除く。

• その他の講演 セミナー・研究会・学会と無関係の講演

会での発表、講演で抄録のないもの

ⅣⅣ

そそ
のの
他他

• 学術関連 区分Ⅰ・Ⅱに入らない学術関連分野にお

いて執筆した図書。専門学術的な立場か

らの書評・論評・資料・紹介・調査報告・

研究情報など

• その他 業績として記録しておくにふさわしいも

の

∞感染症・リウマチ内科∞
学術論文・総説

Non-HIV PCPに対するステロイドパルス療法の有効性　多施設後ろ向きレジストリー研究（RE-
VISION-PCP）（会議録）
森本康弘（鉄蕉会亀田総合病院 呼吸器内科）、藤岡遥香、本間雄也、永井達也、松居宏樹、大村晋
一郎、志智大介、大塚喜人、中島啓
日本呼吸器学会誌（2186-5876）13巻増刊 Page372（2024.03）

呼吸器感染症　ウイルス・真菌　Non-HIV PCPに対するA-DROPとCURB-65の予後予測能　多施設
後ろ向きレジストリー研究（RE-VISION-PCP）（会議録）
河合太樹（鉄蕉会亀田総合病院 呼吸器内科）、藤岡遥香、本間雄也、永井達也、松居宏樹、大村晋
一郎、志智大介、大塚喜人、中島啓
日本呼吸器学会誌（2186-5876）13巻増刊 Page200（2024.03）

呼吸器感染症　Non-HIV PCPに対するTMP-SMX投与の副作用発現リスク因子　多施設後ろ向きレ
ジストリー研究（RE-VISION-PCP）（会議録）
出光玲菜（鉄蕉会亀田総合病院呼吸器内科）、永井達也、河合太樹、藤岡遥香、本間雄也、松居宏樹、
大村晋一郎、志智大介、大塚喜人、中島啓
日本呼吸器学会誌（2186-5876）13巻増刊 Page197（2024.03）

Effectiveness of pulse methylprednisolone in patients with non-human immunodeficiency virus 
pneumocystis pneumonia: a multicentre, retrospective registry-based cohort study.
Morimoto Y, Matsui H, Fujioka H, Homma Y, Nagai T, Otsuki A, Ito H, Ohmura SI, Miyamoto T, 
Shichi D, Watari T, Otsuka Y, Nakashima K.
BMC Infect Dis. 2024 Nov 2;24(1):1233. doi: 10.1186/s12879-024-10151

Comparison of the outcomes of Pneumocystis jirovecii pneumonia in rheumatoid arthritis patients 
treated with and without biologics.
Ohmura SI, Matsui H, Miyamoto T, Shichi D, Masui T, Ichijo K, Homma Y, Fujioka H, Nagai T, 
Nakashima K.
Respir Investig. 2024 May;62(3):377-383. doi: 10.1016/j.resinv.2024.02.015. Epub 2024 Mar 6.

Low-Dose vs Conventional-Dose Trimethoprim-Sulfamethoxazole Treatment for Pneumocystis 
Pneumonia in Patients Not Infected With HIV: A Multicenter, Retrospective Observational Cohort 
Study.
Nagai	T,	Matsui	H,	Fujioka	H,	Homma	Y,	Otsuki	A,	 Ito	H,	Ohmura	S,	Miyamoto	T,	Shichi	D,	
Tomohisa	W,	Otsuka	Y,	Nakashima	K.
Chest.	2024	Jan;165(1):58-67.	doi:	10.1016/j.chest.2023.08.009.	Epub	2023	Aug	11.




